
、地域・観光資源とな 　また、水辺を活かしたまちづくり活動を促すため、市民等と

る沿川のまち並みを生み出していくことが必要である。 の協働による取組を進める。

　水質改善については、年度によってBODの値にばらつきがあり、令和2年度は達成すること

ができなかったため、環境課や上流域の蕨市と連携を図り、水質改善に取組んでいく。河川

Ｂ
の利活用や維持管理については、イベントは中止となったが、市民等との連携を継続するた

めに書面会議を開催することで協働による取組みを進めた。

　良好な水辺環境を整えていく上で水質改善の目標値を達成するために、浚渫等を実施する

ための予算を確保していく。

→ 　また、水辺を活かしたまちづくり活動としてのイベントを開催するために、現状の人員と

予算を確保し引き続き取り組んでいく。

　上戸田川の水質改善については、目標達成に向けて、国や埼玉県と連携し浄化導水を実施するとともに、浄化施設の適正稼働に努める。

　市民との協働の取組については、新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点からイベントは全て中止としたが、書面会議を開催し意見交

換を行うなどの取組を行っており評価できる。また、河川は地域の共有財産であることから、多くの市民が利用できるよう、また、商工や

観光の資源となるよう、今後も工夫しながら取り組んでいく。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 3年 6月15日 作成者名 五條 宏 評価者名 渡邉　昌彦

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞

基本目標 中心となる課

分　　野
関係課

施　　策

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み①

取り組み②

取り組み③

取り組み④

取り組み⑤

その他の取り組み

その他の取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

その他施策の取組事項に
係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

04 緑と潤いのあるまち 水安全部・河川課

02 公園・水辺

41 水辺環境の整備

河川・水路などの水質改善や環境保全により、市民が水の恵みを感じ生活ができるよう、水辺環境を整えます。

水路維持管理費

河川将来像事業

水質の改善（BOD） 上戸田川の年平均値
mg/ℓ 5.0以下 9.3 6.4 8.6 7.5 5.7 9.3

(二枚橋データ )
イベント参加者数 イベント一般参加者数

人 200 96 230 933 1,353 1,533 0
(笹目川及び荒川でのイベント )

　現状以上の水質改善を図るためには、新たな浄化方法の導入 　水質改善については、下水道の早期整備を期待するが、未整

の検討や生活雑排水（台所、洗濯、風呂等）の汚れた水を、極 備区域については、浄化槽の法定点検の受検率を高めてもらう

力川へ流さないようにする対策が必要である。 ために、環境課や上流域である蕨市に協力を求めていく。また

　水辺を活かしたまちづくり活動や、水辺環境の維持管理につ 、引き続き河川の直接浄化や浄化導水の稼働など水質改善に取

いては、地域住民や関係団体、行政等が連携した、持続可能な り組んでいく。

仕組みが必要である。商店等とも連携し
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５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）
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うち4

事業内容 うち一般財源計
画
額

一般財源
人件費

02 河川総務事務費　（河川課）

河川将来像事業

任
意

0 令和3年度から施策5
0

0 5治水機能の向上、2

９ Ｂ Ａ Ａ Ｂ ９ 終98 01 08 03 01 02 98 0 1233河川維持管理費

笹目川とことん活用連絡会、 0 へ統合 0

荒川クリーンエイドについて 0

97 水路維持管理費　（河川課）

水路維持管理費

任
意

40,027 令和3年度から施策5
0

0 5治水機能の向上、2

９ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ ９ 終98 01 08 03 01 97 98 0 1233河川維持管理費

水質改善の取組みとして、清 0 へ統合 0

流ルネッサンスⅡ事業終了時 0

R2決算額 R3予算額 R4

戸

計画額 R4予算額

計（

田

千円） 事業費 40,0

市

27 0 0 0

うち一般財

施

源 40,027 0 0 0
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日

了

令和 3年 6月15日 作成者名 五條 


